
学習のねらいや学習問題、学習課題などを明確に設定するから

こそ、授業終末での子供たちの姿をイメージし、ねらいの達成

を「見とどける」ことの大切さを学ばさせていただきました。

また、支援を必要とする子供への個別支援の大切さについても、

具体的なアドバイスをいただくことができ、早速２学期からの

授業づくりに取り入れていきたいと思います。

第３回の今回は、前回までの「ねらい」「めりは
り」に続き、「見とどけ」がテーマでした。教師が
「ねらいの達成を見とどける」ことを授業づくりや子
供への支援につなげていく大切さを学びながら、
３観点に基づき、２学期からの授業を構想していく姿
がありました。

第３回授業づくり研修会 令和６年８月20日（諏訪・上伊那地区合同開催）

ねらいの達成を見とどけ、次の授業・支援へ

「指導と評価の一体化」の観点から、自分の授業を見

つめ直してみると、今までは子供の活動を見守ってい

るだけだったことに気付きました。２学期からは、特

に学習が苦手な子供を中心に、見守るだけでなく、個

別指導を積極的に行って、授業がわかったと感じても

らいたいです。

（参加者の感想）

（参加者へのインタビュー）

１

「見とどける」ことにより、明日の授業へ子供たちの学びをつなげていく。そうした
日々の積み重ねが、いずれ、子供自身の「笑顔」につながっていきます。試行錯誤の過
程を楽しみながら挑戦してみてはいかがでしょうか。



英語でつながる 世界をひろげる
～ 8/7・9 中学生「１日海外留学疑似体験」～

参加した中学生は、「学習してきた英語が通じたので、自信がついた」と感じ、英語学習への意
欲をさらに高めていました。生徒は、相手や目的に合わせて、自分の考えを表現したり、情報を
理解したりしようとします。普段の授業でも、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などが明
確であると、生徒の取り組み方に変化が見られそうです。

令和６年度児童生徒の英語力向上支援事業の一環として、中学

生「１日海外留学疑似体験」が行われました。英語に興味・関心を

もっている県内の中学生が、学習してきた英語を活用したり、英語

の説明を聞いてから活動したりするプログラムに参加しました。８月

９日にTokyo Global Gateway GREEN FORESTで実施された

プログラムついて、ご紹介します。

空港内のギフトショップやレストラン

の店員、機内の客室乗務員との英語

でのやり取りを通して、自分の要望を

伝える体験をしました。ギフトショップ

では、“That item is sold out.”と言

われたり、レストランでは、“Anything

else?”と尋ねられたりしていました。

エアポートシーン

まず、幾何学やプログラミングの基

本、Celtic knots（ロボットが描く模

様）について、英語の説明を聞きまし

た。次に、ロボットが指定されたデザイ

ンを描くことができるように、端末にプ

ログラミングコードを入力しました。

プログラミングを体験しよう

ギフトショップでのやり取り レストランでのオーダー

～学習してきた英語を活用するプログラム～

～英語の説明を聞いて活動するプログラム～

【参加者の感想】要望を相手に伝えるだけではなく、相手からの質問に、その場で答え

を考えて話すことができた。日常の中では、こういう会話が当たり前なので、いろいろ

な場所で様々な人々と、もっと自然なやり取りができるようになりたい。

【参加者の感想】

・習ったことがない単語があっても、「ロボットを動かしたい！」という思いから、

意味を予想しながら聞くことができた。

・説明のすべてを理解することができず不安だったが、実際にプログラミングをする

ときに、同じグループの人と相談しながら、協力して楽しく活動することができた。

２



「ちょっと読んでみよう」（資料紹介）

『先生方のICT活用技能は、どのSTEPですか？』

長野県ICT教育推進センターでは、県のICT教育の方向性の共有、先進的な

実践の共有・普及のため、年度ごとの目標や実践事例など、様々な情報を発

信しております。学校でのICT活用の参考にしていただければと思います。

長野県ICT教育推進センターHP

どのSTEPに当
てはまるか振
り返ってみて
ください。

３


